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「国が何をしているのか」誰でもキーワードで検索

～税金の使い道が分かる！ビジネスや研究にも使える！～
を開始！

私たちはスマホやパソコンにいくつかのキーワードさえ入
れれば、世界中の情報にアクセスでき、ビジネスも買い物
も調べものもできます。ところが、大きなブラックボック
スがあります。「政府の予算や事業」です。

構想日本は、政府の情報の中でも最も重要な「予算」をデー
タベース化したものに、検索機能をつけて誰でも使えるサ
イトを始めました。

消費税増税を控え、政府にはますます税金の無駄をなくし
てもらわないといけません。
それには、政治家や官僚に任せきりではなく、できるだけ
多くの人が国の予算や事業をチェックするのが一番です。

国がしていることについて誰もが知りたいことを知り、何
かを発見する。それが JUDGIT ！です。
そうやって政治・行政が多くの人にとって「自分ごと」に
なる。そして政治・行政は、緊張感が出てレベルが上がる。
それが JUDGIT ！の目指すところです。

https://news.yahoo.co.jp/byline/katohideki/20190801-00136657/

　　　　　　を使って、面白く、より良い社会へ。
　

【 担 当 】伊藤、田中、永由、秋元
TEL：03-5275-5607　　Mail：judgit@kosonippon.org

皆様の発見やご意見、ご提案をどんどんお寄せください。

の使い方！
JUDGIT! は、国が行っている事業の「目的」「内容」「予
算額」「事業予算の支払先」「成果」などの概要がキー
ワード検索できるサイトです。
これらの情報は各官庁が毎年作っている「行政事業レ
ビューシート」をデータベース化したものです。
ですから、「行政事業レビューシート」を是非一度読
んでみてください。国が何をしているか必ず発見があ
ります。
JUDGIT! からボタン一つで「行政事業レビューシート」
を見られます。

国の事業を受注したい企業や団体にとって

は、事業の特徴や競合他社を調べられるな

ど、ビジネスの観点からも活用できます。

https://judgit.net/

詳しくはこちら！　
　加藤が書いたヤフーニュース記事です。■　企業や団体の関心ごと

■　国民の関心ごと

“介護”　“オリンピック”　“年金” 等、世間

で話題になっているキーワードについて、

国が何をしているのかを調べられます。

国が何をしているか発見できるサイト

ジャジット

How to use



「民主主義の新しいカタチ」シリーズ！        フォーラム大好
評！

アメリカでもヨーロッパでも世界中で民主主義の危機と言われます。今年度の J.I. フォーラムは、お笑いも含め、様々な
角度から易しく、楽しく民主主義を考える「民主主義の新しいカタチ」シリーズです。

原発をテーマに、市民が生活に根ざした言葉で語り合った「自分ご
と化会議 in 松江」。その意義や成功の秘訣を語りました。

＜ゲスト＞
大谷　怜美
佐々木　俊尚
福嶋　浩彦　 

参院選を前に「選挙」について考えたフォーラム。
お笑い芸人『三拍子』をゲストにむかえ、漫才 + 議論という初
の試み！大爆笑からのスタートで新しいカタチとなりました。

＜ゲスト＞
奥田　愛基（SEALDs 創設メンバ－）
三拍子（お笑いコンビ） 

佐那河内村、関係人口拡大の集い！
佐那河内村が「ふるさと住民」をはじめとして、外から村
づくりを盛り上げる仲間との懇親会を行いました。
「美味しく、楽しく、真面目に」が関係人口拡大のカギ？！
と感じた夜でした。

消費税が基本１０％になります。増税で常に思うのは、私たちの血税が本当に無駄なく適材適所に使われているのかという
不信感です。それは “本当” に必要な事業なのか、無駄はないのか。手前味噌ではございますが、国のお金の使いみちがわ
かる検索サイト「JUDGIT ！」、是非一度、お試しくださいませ。

今泉 宏保（プロジェクトリーダー）
　　　　【派遣元：群馬県太田市】

8/3( 土 )、4( 日 ) 千葉県市原市「市民点検」開催！
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2019 年
　　月5

―民主主義の新しいカタチ (1)―
「自分ごと化会議 in 松江 成功のカギ」
―民主主義の新しいカタチ (1)―
「自分ごと化会議 in 松江 成功のカギ」

2019 年
　　月6

―民主主義の新しいカタチ (2)―
「 『選挙』ってなんだ？！』
―民主主義の新しいカタチ (2)―
「 『選挙』ってなんだ？」

【お問い合わせは】info@kosonippon.org( 担当：波佐間 )

無作為に選ばれた市民と市
職員が対話しながら事業の
点検を行いました。
年齢や性別、職業等の全く
異なる市民がそれぞれの生
活実感や経験の中から様々
な論点を挙げ、「気づき」
の多い点検となりました。
市職員の真摯な応対も印象
的でした。
この場に参加した個人的な
「気づき」は、事業を「何
のために」「誰のために」
実施しているのかを明確に
することの重要性です。

2019/05 ~　2019/07

（「自分ごと化会議 in 松江」実行委員会共同代表、セラピスト）
（作家・ジャーナリスト）
（中央学院大学教授、元我孫子市長、元消費者庁長官）

【お問い合わせは】
info@kosonippon.org
( 担当：今泉 )

【お問い合わせは】
info@kosonippon.org
( 担当：今泉 )

■事業仕分け
・広島県 三原市「事業レビュー」
　自主防災組織育成･支援事業など 9つの事業を評価

■住民協議会
・北海道 幕別町「町民と考えるオリンピアンの町ワークショップ」
　テーマ：スポーツを軸としたまちづくり

・和歌山県 海南市「住民協議会」
　テーマ：コミュニティ施設のあり方

・兵庫県 川西市「かわにし市民会議」
　目　的：総合戦略の策定

・岡山県 新庄村「新庄村議会発 村づくり自分ごと化会議」
　テーマ：老朽化した新庄村役場庁舎

・福岡県 大刀洗町「住民協議会」
　テーマ：わたしたちの健康づくり


